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住宅リフォーム助成金� 2000万円
助成対象工事費の20％（上限20万円）を助成する。

アカシア雨水幹線改修工事� 2億円
向粟崎2丁目地内で大野川沿いにポンプ場を新設して内水排除のために機能の
向上を図り、また排水路の改修工事を行う。

多子世帯学校給食費助成金� 600万円
小中児童生徒が3人以上いる家庭に対し年長者の給食費を全額助成する。

住みよい暮� らしを目指し
令
和
４
年
内
灘
町
議
会
３
月
会
議
は
３
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
た
。
専
決
処
分
の
承
認
の
ほ
か
令
和
３
年
度
補
正
予
算
６
件
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
99
億
９
８
０
０
万
円
、
令
和
４
年
度
特
別
会
計
等
当
初
予
算
６
件
、
条
例
の
改
正
３
件
、
人
事
案
件
な
ど
計
18

議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
ま
た
、
議
会
議
案
と
し
て
「
即
時
無
条
件
で
ロ
シ
ア
軍
の
完
全
撤
退
を
求
め
る
決
議
」
を
可

決
し
た
。�

（
当
初
予
算
審
議
の
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
）

　
令
和
４
年
度
内
灘
町
当
初
予
算
の
概
要
は
、

４
月
発
行
の
「
広
報
う
ち
な
だ
№
７
１
１
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

3月会議
1日～15日
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デジタル化推進業務� 700万円
電子申請システムやAIによる自動会話での対応。

内灘町・かほく市水道管�
連結事業� 500万円
地震等による内灘橋（下写真）の水道管破損に備
え、北部地区飲料水確保のため、室地内において
市町相互間給水の基本調査を行う。

地域応援クーポン
� 5470万円
1世帯に5000円分のクーポン券を配布。

地区公民館改修工事
� 1740万円
鶴ヶ丘東、鶴ヶ丘北、室公民館の屋上防水等。

その他の主な新規事業
・貸与型奨学金返還支援補助金� 100万円
日本学生支援機構の貸与型奨学金を利用して大学等を卒業後、
Uターンし県内に就職した方に交付

・創業サポート事業補助金� 190万円
起業支援事業補助金の制度を拡充

・防水型ドローン購入費� 151万円
雨天での運用も可能なドローンの導入

・清湖小学校空調設備整備事業� 3532万円
職員室、図書室、保健室等の空調設備設置

・大根布小学校プール更衣室棟改修事業� 451万円
屋上防水や天井の改修工事

・学校給食施設改修工事� 2250万円
重油タンク FRP ライニング工事等

・歴史民俗資料館空調設備改修工事� 220万円
エアコン 3台の改修

・内灘闘争（70周年）企画展設営業務� 35万円
展示パネルの製作等

・自動火災報知設備更新工事� 1760万円
文化会館火災報知器基盤更新

・総合公園テニスコート改修工事� 495万円
人工芝張替 1面

・屋内温水プール非常照明更新工事� 144万円
消防用照明器具取替

・サイクリングターミナル改修工事� 1200万円
トイレ改修、和室内装改修

・行政手続オンライン化対応業務� 1100万円
マイナポータルからの申請データを町基幹系システムと連携

・子育て支援センター屋根改修工事� 2270万円

新規事業を
ピックアップ 住みよい暮� らしを目指し

前回配布のクーポン券
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当
初
予
算
審
議��

Ｑ
＆
Ａ

給
食
セ
ン
タ
ー
築
39
年

問	

建
て
替
え
の
考
え
は
。

答	

令
和
12
年
度
を
目
途
に
考

え
て
い
る
。
向
粟
崎
小
学
校
・
清

湖
小
学
校
の
大
規
模
改
修
が
終
え

た
後
。

問	

10
年
待
て
と
い
う
こ
と
か
。

答	

早
く
と
り
か
か
れ
る
よ
う

前
倒
し
で
き
る
と
こ
ろ
は
進
め
る
。

な
ぜ
委
託
料
減 

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問	

運
営
内
容
が
変
わ
っ
て
い

な
い
の
に
委
託
料
が
減
っ
て
い
る

理
由
は
。

答	
令
和
３
年
度
予
算
で
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
処
分
に
は
、
１

キ
ロ
約
20
円
か
か
っ
た
が
、
12
月

か
ら
１
キ
ロ
２
円
で
買
い
取
り
で

き
る
変
更
が
あ
り
、
結
果
30
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
。

な
ぜ
や
め
た
、 

企
業
誘
致
奨
励
金

問	

昨
年
度
ま
で
あ
っ
た
企
業

誘
致
の
奨
励
金
を
な
ぜ
や
め
た
。

答	

昨
年
度
は
出
店
が
決
ま
っ

て
い
た
た
め
５
０
０
万
円
を
計
上

し
た
。
要
綱
上
は
残
っ
て
い
る
の

で
、
出
店
計
画
の
あ
る
事
業
者
が

あ
れ
ば
、今
後
補
正
で
対
応
す
る
。

文
化
会
館
の
民
間
活
用
を

問	

総
額
４
億
５
９
６
９
万
円

か
け
て
改
修
が
完
了
し
た
。
文
化

会
館
使
用
料
の
収
入
は
い
く
ら
ぐ

ら
い
か
。

答	

令
和
元
年
度
１
０
８
万
円
。

令
和
２
年
度
93
万
円
。
令
和
３
年

度
10
月
末
で
52
万
円
。

問	

津
幡
町
の
シ
グ
ナ
ス
な
ど

は
広
く
民
間
活
用
し
て
い
る
。

　
町
の
文
化
会
館
は
大
金
を
か
け

た
割
に
は
収
入
が
少
な
い
。
利
用

者
が
増
え
る
仕
掛
け
や
Ｐ
Ｒ
活
動

が
必
要
だ
。
新
図
書
館
の
議
論
も

さ
れ
て
い
る
が
、
文
化
会
館
か
ら

図
書
館
が
無
く
な
る
と
ま
す
ま
す

利
用
者
が
減
少
す
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答	

会
館
の
利
用
促
進
に
努
め

た
い
。

ど
う
充
実
を
図
る
の
か 

特
別
保
育
事
業

問	

特
別
保
育
事
業
で
の
８
１
６

万
９
０
０
０
円
の
増
額
要
因
は
。

答	

子
育
て
中
の
親
子
が
交
流
で

き
る
場
の
提
供
や
育
児
相
談
等
を

行
い
、
子
育
て
の
孤
立
感
・
負
担

感
の
解
消
を
図
り
、
家
庭
を
地
域

で
支
え
る
取
り
組
み
で
あ
る
「
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」
を
実

施
す
る
施
設
が
１
カ
所
増
え
た
た

め
。
ま
た
、
発
達
障
害
な
ど
の
軽

度
の
障
害
児
保
育
を
行
う
「
健
や

か
ふ
れ
あ
い
保
育
事
業
」
の
対
象

者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。

改修されたが利用促進が課題

建物の劣化が心配

誠美幼稚園で遊ぶ園児たち
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１
月
会
議 

₁
月
₂₁
日

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

 

２
億
３
６
５
０
万
円

　
当
初
、
国
が
示
し
た
５
万
円
相

当
の
ク
ー
ポ
ン
券
支
給
を
現
金
給

付
と
し
、
合
計
10
万
円
を
現
金
に

て
一
括
支
給
。

　
ま
た
、
当
初
、
国
が
示
し
た
年

収
９
６
０
万
円
の
所
得
制
限
は
撤

廃
と
し
た
。

臨
時
特
別
給
付
金

 

２
億
６
５
０
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
速
や

か
に
生
活
・
く
ら
し
の
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を

支
給
。

 

１
世
帯
あ
た
り
₁₀
万
円

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

 

森も
り

下し
た　
康こ

う

平へ
い	

氏

︵
再
任　
鶴
个
丘
︶

３
月
会
議
補
正
予
算
等
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

温
（ほのぼの湯）
浴施設等管理費� 1000万円

サイクリングターミナル
管理費� 1000万円
新型コロナウイルス感染症の影響による
利用者の減少に伴い、減収が見込まれる
指定管理者への運営支援金。

令和3年度累計額（管理委託料増額含む）
温浴施設� 3400万円
サイクリングターミナル� 3400万円

保育士処遇改善臨時特例交付金
� 383万円
令和 4年 2月から収入の 3％程度（月額
9000円）引き上げを実施。私立保育園等
7カ所の職員に対する給与の改善費用。

新型コロナウイルスまん延防止
支援金� 450万円

県の要請に基づく営業時間短縮に協力し
た町内飲食店に対し交付する支援金。
対象事業者：90事業者
交 付 金 額：1事業者あたり一律5万円

コ
ロ
ナ
対
策

【現行】年額報酬 (単位：円) 【改正】年額報酬 (単位：円)

団長(1) 120,000

➡

団長(1) 162,000
副団長(2) 95,000 副団長(2) 102,000
分団長(4) 75,000 分団長(4) 81,600
副分団長(4) 55,000 副分団長(4) 60,000
部長(4) 48,000 部長(4) 55,200
班長(17) 44,000 班長(17) 49,200
団員(57) 41,000 団員(62) 45,600
機能別分団長(1) 36,000 機能別分団長(1) 39,600
機能別団員(4) 20,000 機能別団員(4) 22,800
※（　）は定員数 ※（　）は定員数

【現行】費用弁償 (単位：円) 【改正】出動報酬 (単位：円)

災　害 1回
3時間未満 2,500

➡

災　害 1日
4時間未満 4,000

3時間以上 5,000 4時間以上 8,000

警　戒 1回 2,500 警　戒 1日
4時間未満 3,500
4時間以上 7,000

訓練等 1回 2,000 訓練等 1日 2,500

消
防
団
員
の
定
員
︑
任
免
︑
給
与
︑
服
務
等
に
関
す
る
条
例

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
報
酬
額
の
引
き
上
げ
を
行
う
。

　
ま
た
、
団
員
の
定
員
を
9₄
人
か
ら
99
人
に
５
人
増
員
す
る
な
ど
の

改
正
。

消
防
団
員
の
報
酬
額
を
引
き
上
げ
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
補
正

予
算
及
び
令
和
４
年
度
予
算
の
審
査
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
内
灘
駅
周
辺
整
備
事
業
基
本
構

想
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

　

��

内
灘
駅
周
辺
整
備
事
業
基
本
構
想
の

見
直
し
と
あ
る
が
、
何
を
見
直
す
の
か
。

　

�	

現
基
本
構
想
で
は
、
車
両
車
庫
を
町
外

に
移
設
し
て
、
現
在
の
駅
舎
周
辺
を
広
く

利
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
移
設
場
所

が
な
く
敷
地
内
に
残
し
た
形
で
、
ど
の
よ

う
な
整
備
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

消
防
団
員
の
増
員

　

��

町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
で
、

５
人
増
員
が
全
て
女
性
団
員
だ
が
、
所

属
と
役
割
は
。

　
�	

団
本
部
に
所
属
し
、
火
災
予
防
普
及
啓

発
や
防
災
訓
練
で
の
応
急
手
当
の
指
導
、

大
規
模
災
害
時
に
は
避
難
所
等
の
後
方
支

援
を
行
う
。
一
般
建
物
火
災
へ
の
出
動
は

考
え
て
い
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
室

　

��

新
年
度
か
ら
企
画
課
に
デ
ジ
タ
ル
推

進
室
が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
概
要
は
。

　

�	

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
取
り
組
み
の
検
証
、

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
ー
構
想
、
そ
れ
以
外
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
国
の
事
業
計
画
の

公
募
の
検
討
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
な

ど
デ
ジ
タ
ル
化
の
総
合
的
な
企
画
及
び
調

整
を
想
定
し
て
い
る
。

地
域
の
一
斉
除
雪

　

��

積
雪
量
が
地
域
で
違
う
場
合
、
地
域

限
定
で
一
斉
除
雪
が
で
き
る
か
。

　

�	

過
去
に
北
部
地
区
の
み
実
施
し
た
が
、

地
域
限
定
の
一
斉
除
雪
は
難
し
い
。
町
会

や
地
域
主
体
の
除
雪
体
制
が
可
能
か
、
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

問答

問答問答問答

　

新
し
い
図
書
館
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
の
報
告
を
受
け
た
。今
後
は
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
参
考
に
新
図
書
館
整
備
事
業
検
討

委
員
会
で
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
、プ
ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ
の
「
う

ち
な
だ
タ
ニ
タ
健
康
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」
の

終
了
や
75
歳
の
長
寿
祝
券
変
更
な
ど
の
審
査

を
し
た
。

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　

��

「
う
ち
な
だ
タ
ニ
タ
健
康
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
」
の
予
算
が
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

新
た
な
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
が
必
要

で
な
い
か
。

　

�	

そ
れ
に
替
わ
る
事
業
を
検
討
す
る
。

新
長
寿
祝
券
等

　

��

こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
回

数
券
５
０
０
０
円
か
ら
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
。

　

�	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
回
数
券
１
０
０
０

円
、
内
灘
町
商
工
会
共
通
商
品
券
２
０
０

０
円
、
ほ
の
ぼ
の
湯
入
浴
回
数
券
２
０
０

０
円
の
合
計
５
０
０
０
円
と
な
っ
た
。

　

��

高
齢
者
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
、
１

枚
５
０
０
円
の
額

面
と
な
っ
て
い
る

が
、
一
部
を
１
０

０
円
券
に
し
、
使

い
や
す
く
す
る
べ

き
だ
。

　

�	

今
後
検
討
す
る
。

問答問答問答

文教福祉
常 任
委 員 会

充
実
を
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
は

新
図
書
館
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

内
灘
駅
周
辺
整
備
事
業
基
本
構
想

車
両
車
庫
を
残
し
て
見
直
し

限られた敷地内での再検討

◎
恩
道
正
博　
〇
土
屋
克
之　
夷
藤　
満

　
北
川
悦
子　
　
七
田
満
男　
西
尾
雄
次

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
中
川　
達　
　
〇
南　
守
雄　
生
田
勇
人

　
磯
貝
幸
博　
　
　
米
田
一
香

［アンケート調査の結果より一部抜粋］
新図書館で充実してほしいサービス

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
3
月
）
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　新型コロナウイルスの影響による経営悪化の現状と今後の運営・方向性に関して議論するため、
令和3年3月16日、委員会が設置された。
　特別委員会は聞き取り調査を経て、計 7回開催された。特に、所長からの職員へのパワハラ	
の疑いに関して、第三者委員会が設置され、現在も調査中。
　令和 3年 9月会議において委員会から町へ提言書を提出し、今回の委員会では、その提言書	
に対して、回答があった。

提言に対する内灘町公共施設管理公社の対応について

①住民サービスの在り方を含む経営改善に関すること
１．経営計画や事業計画は、経営コンサルタント等の有識者も交えて策定すべき。

今後は、コンサルタント等の判断を仰ぎながら、計画や経営改善につなげていきます。
２．�施設利用者からのアンケート等を参考に、サービスの向上を図り、迅速かつ誠意ある苦情対応を行うべき。なお、苦情等
については、町へ報告し利用者にも周知すべき。
現在、各施設にご意見箱の設置やメール等で、利用者からの苦情等を受け付けて、速やかに誠意ある対応に心がけてい
ます。今後も苦情等に対しては、引き続き町と情報を共有し、施設内でのご意見の掲示や、町ホームページを活用させ
ていただくなど、周知に努めるとともに、サービス向上につなげて参ります。

３．アフターコロナを見据え、各種団体などへ情報提供を行い、利用促進を図るべき。
今後も継続的にホームページ、広報掲載やチラシの配布等、周知を図り、町にも協力いただきながら、利用の促進に努
めて参ります。

４．�経営面において管理公社に改善が見られない場合は、指定管理者の指定について、民間活力導入も含めたプロポーザル方
式による公募を行うべき。
（町）次期の指定管理の選定については、プロポーザル方式も含めて検討して参ります。

②管理公社の体質改善に関すること
１．職員採用や人事、納入業者選定等に関しては、常に透明性・公平性を保つべき。

職員採用については、公募により幅広く人材の確保に努めます。また、納入業者の選定についても、複数の確認をとる
等、透明性・公平性に努めて参ります。

２．全従業員を対象とした研修（管理職研修、接遇研修、ハラスメント研修等）を定期的に行うべき。
令和3年度は、管理公社で全職員を対象にしたハラスメント研修を実施し、外部の接遇研修にも職員を参加させました。
今後は、定期的に各種研修を実施していく予定です。

３．職員（パート職員を除く）を、定期的に配置換えすべき。
担当替え等については、業務内容の専門性や役割分担も考慮しながら、実施する方向で、検討したいと考えております。

４．�働きやすい職場環境の実現のため、全職員を対象とした、ハラスメントなどの無記名アンケート調査を町が主体となり定
期的に実施すべき。
町の指導のもと、職員が働きやすい職場環境の取り組みを進めて参ります。

５．�職員のパワハラ問題については、早急に第三者委員会において、調査・検証を行い、事実認定された場合は、厳正なる処
分を求めるべき。
管理公社で第三者委員会を立ち上げ、これまでに9回、関係者からの意見聴取などがおこなわれました。現在は、委員
長が結果報告書をとりまとめているところです。
今後は、弁護士の助言なども頂きながら、報告内容を理事会で確認し、厳正に対処して参ります。

③運営管理に対する町のかかわりと役員体制に関すること
１．理事長や事務局長の責任や役割を明確にすべき。

理事長は、法人の代表として管理公社全体の責任を負うものであり、事務局長は、現場の運営に関する責任を負うもの
であります。

２．�管理公社役員の人選は、各種団体代表の充て職多用ではなく、企業経営経験者など広く民間からの起用も検討すべき。ま
た、町としても監査役として関わりを持つこと。
次期の役員改選に向けて、民間からの起用も含めて検討します。

３．�町の退職職員の再雇用について、短期での雇用が職務遂行に大きく影響を及ぼすため、その期間については慎重に雇用計
画を立て対応すべき。
町と協議して進めて参ります。

特別委員会の今後…パワハラ問題に関しては、未だ報告がされておらず第三者委員会の報告を求めている。

内灘町公共施設管理公社特別委員会　中間報告②委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
3
月
）
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1月会議・3月会議審議議案と議員の採決状況

議案番号
議員名

議決結果

土つ
ち
屋や　
克か

つ
之ゆ

き

西に
し
尾お　
雄ゆ

う
次じ

米よ
ね

田だ　
一か

ず
香か

磯い
そ
貝が

い　
幸ゆ

き
博ひ

ろ

七し
ち
田だ　
満み

つ
男お

生い
く

田た　
勇は

や
人と

恩お
ん

道ど
う　
正ま

さ
博ひ

ろ

北き
た
川が

わ　
悦え

つ
子こ

夷い

藤と
う　

　
満

み
つ
る

清し

水み
ず　

文ふ
み

雄お

南み
な
み

　
　
守も

り
雄お

中な
か

川が
わ　
　
達

す
す
む

議案名

議案第1号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和３年度内灘町一般会計補正予算（第５号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第2号 令和３年度内灘町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第3号 令和３年度内灘町下水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第4号 専決処分の承認を求めることについて
［令和3年度内灘町一般会計補正予算（第7号）］ 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第5号 令和3年度内灘町一般会計補正予算（第8号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第6号 令和3年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第7号 令和3年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第8号 令和3年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第9号 令和3年度内灘町水道事業会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第10号 令和3年度内灘町下水道事業会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第11号 令和4年度内灘町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第12号 令和4年度内灘町新エネルギー事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第13号 令和4年度内灘町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第14号 令和4年度内灘町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第15号 令和4年度内灘町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第16号 令和4年度内灘町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第17号 令和4年度内灘町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第18号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第19号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第20号 内灘町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第21号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ
とについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議会議案第1号 即時無条件でロシア軍の完全撤退を求める決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○は賛成、×は反対、棄は議場に不在、欠は欠席、除は除斥、－は採決に加わらない

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
抗
議
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
完
全
撤
退
を

求
め
る
決
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

◎
提
出
者　
七
田
満
男

○
賛
成
議
員　
夷
藤
満　
中
川
達　
恩
道
正
博

要 

旨

　
本
年
2
月
24
日
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
大
規

模
な
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
明
白
な
国
際
法
違

反
、
国
連
憲
章
違
反
の
侵
略
戦
争
で
あ
り
、
平
和
を
基
調

と
す
る
国
際
秩
序
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
暴
挙
だ
。

　
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
繰
り
広
げ

ら
れ
た
試
射
場
接
収
反
対
闘
争
の
歴
史
を
有
す
る
内
灘
町

は
平
和
を
希
求
す
る
町
民
気
質
が
あ
り
、
そ
の
思
い
が

脈
々
と
息
づ
き
、
ま
た
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
土
地
柄
で

も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
内
灘
町
議
会
は
、
速
や
か

な
平
和
の
回
復
を
願
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
平
和
を

ふ
み
に
じ
る
ロ
シ
ア
に
対
し
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

ロ
シ
ア
軍
の
即
時
無
条
件
で
の
完
全
撤
退
を
求
め
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

1月会議 2月会議 3月会議 5月会議 6月会議 7月会議 9月会議 11月会議 12月会議 合計
令和3年 2人 － 19人 2人 22人 － 16人 3人 29人 93人
令和2年 － － 6人 1人 24人 2人 64人 4人 25人 126人
令和3年中の町ホームページ議会へのアクセス件数は3828件でした。

令和3年中に内灘町議会を傍聴された方は93人でした。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、
政
策
的
提
言
や
行
政
の
問
題
点
・
疑
問
点
・
課
題
な
ど
を
執
行
機
関
に
問

う
も
の
で
す
。

一
般
質
問
（
３
月
３
日)

４
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

磯
いそ
貝
がい
　幸

ゆき
博
ひろ

�…………………………… 10
・内灘町のホームページについて
・GIGAスクール運営支援センターについて
 ほか2問

西
にし
尾
お
　雄

ゆう
次
じ

�…………………………… 11
・デジタル化時代に対応した町施設の環境整備を図れ
・教育行政における民意反映の意思について問う

北
きた
川
がわ
　悦

えつ
子
こ

�…………………………… 12
・人口減少をどのようにとらえているのか
・子育てに教育費負担が重すぎる ほか2問

生
いく
田
た
　勇

はや
人
と

�…………………………… 13
・避難行動要支援者の避難支援体制について
・町遊休施設の点検管理と今後の利活用計画について
 ほか1問

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
内
灘
町
議
会
↓
会
議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

くう
3歳　♂

トイプードル
大学

キャンディー
11歳　♀
パピヨン

大学
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
紙
媒

体
に
比
べ
、
よ
り
詳
細
で
緊

急
性
の
あ
る
情
報
を
伝
え
ら

れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
効
率
化
を
図
る
た
め
の
重

要
な
ツ
ー
ル
だ
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
現

在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
と

て
も
使
い
に
く
い
た
め
、
町

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
改
善
し
、
役
場
に
足
を

運
ば
な
く
て
も
行
政
手
続
が

可
能
に
な
る
よ
う
機
能
強
化

を
図
れ
。

	

※
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
推
進
計
画
の
策
定
を
進

め
る
中
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
機
能
ア
ッ
プ
を
進
め
る
。

　
来
年
度
は
行
政
手
続
が
可

能
と
な
る
電
子
申
請
の
導
入

や
※
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

に
よ
る
住
民
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
の
対
応
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
常
に
新
し
い
情
報

発
信
に
努
め
、
町
民
の
利
便

性
向
上
に
繋
げ
て
い
く
。

学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

	

国
の
補
助
事
業
で
あ
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営

支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

は
、
県
内
で
不
足
し
て
い
る

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
積
極
的

に
取
り
組
む
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
全
国
的
に
行
う
も

の
で
、
自
治
体
独
自
で
運
営

す
る
場
合
と
周
辺
自
治
体
が

協
力
し
て
行
う
も
の
と
が
あ

り
、
運
営
手
法
は
各
自
治
体

で
判
断
で
き
る
。

　
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
の
か
。

	

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
県

内
共
同
調
達
に
よ
り
、
端
末

不
具
合
や
活
用
方
法
の
問
い

に
無
償
の
窓
口
対
応
サ
ー
ビ

ス
が
含
ま
れ
、
授
業
支
援
ソ

フ
ト
も
無
償
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
に

よ
る
研
修
や
指
導
も
行
わ
れ
、

す
で
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

事
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ

る
た
め
、
町
で
は
独
自
に
支

援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
考

え
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

	

河
北
斎
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
を
安
全
の
た
め
拡
幅

せ
よ
。

	

北
部
開
発
促
進
協
議
会

に
お
け
る
圃ほ

場
整
備
事
業
に

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

を
複
数
名
で
採
用
せ
よ
。

	

複
数
名
の
隊
員
募
集
は
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問

答

問

答

問答問答

ホームページを改善・高機能化せよ

磯
いそ

貝
がい

　幸
ゆき

博
ひろ

町長　AIチャットボットで対応の予定

オンライン授業　生徒のタブレット画面

ホームページが新しくなりました。でも…

※
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

　
情
報
通
信
技
術
の
活
用

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
行
政
運
営
の
効
率
化
を

図
る
。

※
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

　
「
チ
ャ
ッ
ト︵
会
話
︶」

を
ロ
ボ
ッ
ト
が
代
行
し
て

く
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
通
信
技
術

を
使
っ
て
、人
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、人
と
人
が
繋

が
る
技
術
の
こ
と
で
、そ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、教

員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
外
部

人
材
。

一
般
質
問
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文
化
会
館
の
会
議
室
は

日
本
語
教
室
な
ど
に
利
用
さ

れ
、
町
内
在
住
の
外
国
人
と

町
民
の
国
際
親
善
に
も
役
立

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
た

こ
と
か
らW

i-Fi

環
境
が
整

っ
て
い
な
い
施
設
で
は
テ
キ

ス
ト
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で

使
い
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
文
化
会
館
に
限
ら
ず
、

公
民
館
や
体
育
施
設
な
ど
町

施
設
の
積
極
的
なW

i-	Fi

環
境
整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
。 	

デ
ジ
タ
ル
環
境
の
充
実

は
、
施
設
利
用
形
態
の
拡
大

や
学
習
環
境
の
拡
充
な
ど
、

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
る
重
要
な
方
法
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。
文
化
の

ま
ち
、
生
涯
学
習
推
進
の
ま

ち
を
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

し
て
い
る
内
灘
町

と
し
て
、
今
後
、
文
化
会
館

のW
i-Fi

環
境
整
備
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
町
施
設

に
つ
い
て
も
同
様
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

教
育
行
政
へ
の
民
意
反
映

	

令
和
２
年
２
月
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

の
全
町
一
斉
休
校
措
置
で
は
、

町
は
そ
の
決
定
を
町
校
長
会

に
の
み
諮は

か

っ
て
行
っ
た
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

で
の
休
校
措
置
の
よ
う
に
教

育
と
児
童
生
徒
の
健
康
福
祉

に
関
わ
る
事
態
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ

た
「
※
総
合
教
育
会
議
」
を

開
催
し
、
教
育
委
員
と
い
う

民
意
を
汲
ん
で
決
定
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

	

全
国
一
斉
休
業
は
、
文

科
省
か
ら
令
和
２
年
２
月
2₈

日
付
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
等
に
お

け
る
一
斉
臨
時
休
業
に
つ
い

て
」
で
要
請
が
あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
事
案

も
含
め
総
合
教
育
会
議
の
開

催
を
判
断
し
、
教
育
と
健
康

福
祉
に
ま
た
が
る
政
策
を
議

論
し
、
教
育
施
策
を
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

答

問

答

教育委員会の定例会議風景

Wi-Fi環境整備で充実した学びの場に

文化会館等のWi-Fi環境の整備を
他の町施設も含め検討　町長

西
にし

尾
お

　雄
ゆう

次
じ

※
「
総
合
教
育
会
議
」

　

２
０
１
４
年
に「
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
」が
一

部
改
正
さ
れ
て
新
た
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、地
方

公
共
団
体
の
長
と
教
育
委

員
会
が
教
育
政
策
に
つ
い

て
協
議
・
調
整
を
図
る
た

め
の
会
議
体
。

一
般
質
問
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町
は
人
口
推
移
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

	

２
０
１
５
年
国
勢
調
査

の
人
口
を
ピ
ー
ク
に
２
０
２

０
年
は
２
万
６
５
７
４
人
と

な
り
、
前
回
か
ら
４
１
３
人

の
減
少
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
世
帯
数
は
、
前
回

１
万
４
４
６
世
帯
、
今
回
が

１
万
８
０
２
世
帯
と
主
に
単

身
世
帯
の
増
加
や
核
家
族
化

の
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
化
率
は
、
前

回
の
2₄
％
か
ら
今
回
2₇
％
に

増
加
。
今
回
の
人
口
減
少
は

大
変
危
惧
し
て
い
る
。

	

今
後
の
取
り
組
み
は
。

	

令
和
４
年
度
か
ら
マ
イ

ホ
ー
ム
取
得
奨
励
金
、
三
世

代
フ
ァ
ミ
リ
ー
同
居
・
近
居

促
進
事
業
補
助
金
で
中
古
住

宅
の
購
入
を
補
助
対
象
に
追

加
す
る
。

　
こ
れ
ら
住
環
境
と
子
育
て

環
境
の
充
実
で
定
住
促
進
を

図
っ
て
い
く
。

子

育

て

支

援

	

小
中
学
校
に
３
人
以
上

い
る
児
童
生
徒
の
給
食
費
を

無
料
と
し
た
場
合
と
全
児
童

生
徒
を
無
料
と
し
た
場
合
の

助
成
額
を
問
う
。

　
憲
法
で
は
義
務
教
育
は
無

償
と
さ
れ
、
全
児
童
生
徒
の

給
食
費
は
本
来
な
ら
無
料
と

す
べ
き
だ
。

	

多
子
世
帯
の
子
供
全
員

を
無
料
と
し
た
場
合
は
約
１

７
０
０
万
円
、
全
児
童
生
徒

を
無
料
と
し
た
場
合
は
約
１

億
２
２
０
０
万
円
と
な
る
。

　
な
お
、
給
食
費
の
無
料
化

は
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

	

令
和
４
年
４
月
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学

児
の
均
等
割
保
険
料
の
５
割

が
公
費
負
担
と
な
る
。

　
町
独
自
で
1₈
歳
ま
で
５
割

負
担
に
せ
よ
。

	

必
要
額
は
約
５
８
０
万

円
か
か
る
の
で
実
施
す
る
考

え
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

	

中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ

の
個
室
に
生
理
用
品
を
試
験

的
に
配
置
せ
よ
。

	

今
後
も
保
健
室
で
配
布

し
、
ト
イ
レ
へ
の
配
置
は
考

え
て
な
い
。

	

公
共
施
設
の
案
内
看
板

が
見
え
に
く
い
。
点
検
必
要
。

	

設
置
後
30
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、
計
画
的
に
改
修

中
。

	

道
路
の
白
線
、「
止
ま

れ
」
な
ど
の
表
示
が
消
え
て

い
て
危
険
。

	

路
面
標
示
は
、
現
場
状

況
を
確
認
の
上
、
優
先
度
を

考
慮
し
町
で
復
旧
し
て
い
る
。

問答

問答

問答

問答

問答問答問答

人口減少への取り組みは

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

町長　住環境と子育て環境の充実を図る

健やかに育って

願う人口増　住宅建設が進む白帆台

一
般
質
問
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町
避
難
行
動
要
支
援
者

避
難
支
援
計
画
で
毎
年
更
新

し
た
情
報
を
速
や
か
に
関
係

機
関
に
提
供
し
て
い
る
の
か
。

	

個
人
情
報
提
供
の
同
意

を
得
ら
れ
て
い
る
要
支
援
者

名
簿
は
、
速
や
か
に
関
係
機

関
へ
提
供
し
て
い
る
。

	
名
簿
の
提
供
先
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
消
防
部
局

の
範
囲
に
消
防
団
や
消
防
分

団
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

	

現
在
、
消
防
本
部
の
み

に
同
意
者
名
簿
を
提
供
し
て

お
り
、
消
防
団
や
消
防
分
団

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

	

各
消
防
分
団
へ
名
簿
を

備
え
、
さ
ら
な
る
迅
速
な
避

難
行
動
へ
の
体
制
を
構
築
し
、

二
次
災
害
の
防
止
を
図
れ
。

	

災
害
時
に
お
け
る
消
防

団
活
動
の
観
点
か
ら
み
て
有

益
と
考
え
、
今
後
の
提
供
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。

町

遊

休

施

設

	

遊
休
施
設
の
建
物
や
建

物
以
外
の
附
属
物
、
敷
地
な

ど
へ
の
定
期
的
な
点
検
調
査

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
廃
墟
の
よ
う
な
た
た
ず
ま

い
を
呈
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
構
造
や
内
部
に
関
し
て

も
点
検
管
理
体
制
の
構
築
を

求
め
る
。

　
ま
た
、
再
利
用
で
き
る
施

設
と
老
朽
化
が
著
し
く
再
利

用
が
困
難
で
あ
る
施
設
の
利

活
用
や
解
体
し
て
の
跡
地
利

用
も
判
断
す
べ
き
だ
。

	

町
内
に
あ
る
町
遊
休
施

設
︵
旧
国
家
公
務
員
宿
舎
、

旧
緑
台
公
民
館
、
旧
消
防
署
、

旧
宮
坂
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
︶

の
点
検
調
査
は
、
現
在
適
宜

に
敷
地
内
を
含
め
、
目
視
に

よ
り
点
検
し
て
い
る
。

　
今
後
は
定
期
的
に
点
検
を

実
施
し
、
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
方
針
は
、

取
り
壊
し
・
売
却
等
も
視
野

に
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

	

県
道
松
任
宇
ノ
気
線
の

消
雪
は
全
区
間
整
備
に
向
け
、

切
れ
目
の
な
い
事
業
継
続
が

必
要
だ
。
今
後
の
見
通
し
は
。

	

県
よ
り
、
引
き
続
き
残

区
間
の
消
雪
整
備
を
進
め
る

回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
も
早

期
全
線
整
備
を
要
望
す
る
。

問答問

答問答

問

答

問答

適切な管理で利活用の促進を
（旧宮坂学童保育クラブ）

災害に備え訓練に励む内灘町消防団

消防分団へ要支援者名簿を
提供に向け検討　町長

生
いく

田
た

　勇
はや

人
と

一
般
質
問
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁
答　弁

その後

その後

若者の定住促進 早期発見で適切な治療につなぐ

令和4年度
奨学金返還支援補助金制度を導入
　対象者は日本学生支援機構の貸与型奨学
金を利用して大学等を卒業後、Uターンし
町内に定住して、県内に就職した方等。補
助額は1年間に返還した奨学金の2/3、最
大10万円、うち20%は商工会商品券。
　期間は5年間（最大50万円）。

令和元年度
町の胃がん検診に内視鏡検査を導入
　金沢医科大学病院のほか、町外で検診の
要件を満たす医療機関で実施。対象者は
51歳～75歳の奇数年齢の方で、自己負担
1700円で内視鏡検査が受けられます。

奨学金返済支援制度を
導入せよ

　貸与型奨学金の返済は、社会人になってか
ら収入減などで大変に厳しい。若者のUターン
促進と定住などを条件に、利用者の負担軽減に
向けた奨学金返還支援制度を導入する考えは。

令和3年9月  土屋　克之

健診・検診事業の拡充で
予防事業の充実を

　内視鏡での胃がん検診やヘリカルCTでの
肺がん検診の導入で、早期発見に努めよ。ヤ
ング健診は集団健診のほかに個別健診を、ま
た歯周病検診の対象年齢拡充及び聴力と眼科
検診の導入を。

平成30年3月・12月  米田　一香

前向きに検討する
　内視鏡での胃がん検診やヘリカルCTを導
入した肺がん検診は、ガン早期発見に従来の
レントゲン検査に比較して有効と認識してい
る。金沢医科大学病院や関係医療機関と協議
し前向きに検討する。

前向きに検討する
　自治体が実施する返済支援制度は、国の特
別交付税措置もあり、また若者のUターン就
職や定住促進が期待できる。制度の導入に前
向きに検討する。
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内
灘
高
等
学
校
の
生
徒
会
１
・
２
年

生
の
９
人
は
、
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
主
権
者
教
育
の
一

環
と
し
て
議
会
の
し
く
み
を
学
ぶ
た
め
、

３
月
３
日
に
３
月
会
議
の
一
般
質
問
を

傍
聴
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
議
場

で
の
質
問
の
や
り
と
り
を
真
剣
に
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
傍
聴
し
た
の
は
、
磯
貝
議
員
と
西
尾

議
員
の
２
人
の
質
問
で
し
た
。
傍
聴
後

の
生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
、
感
想

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集 政治参加の第一歩
内灘高校生が議会傍聴

議
会
事
務
局
新
体
制

　
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
新
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

川か
わ

岸ぎ
し

　
智ち

恵え 

会
計
年
度
任
用
職
員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〔
興
味
の
あ
る
質
問
か
ら
〕

・	

内
灘
高
校
で
は
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
っ
た
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
町
で
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
関
心
が
あ
り
ま
す
。

〔
感
想
か
ら
〕

・	

難
し
い
言
葉
が
多
く
て
分

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た

け
ど
、
議
員
の
皆
さ
ん
は

町
民
の
こ
と
を
考
え
、
行

政
の
問
題
点
や
改
善
点
を

指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
行

政
と
議
会
の
皆
さ
ん
に

も
っ
と
町
を
良
く
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

・	
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
張

り
詰
め
た
空
気
感
で
緊
張

し
ま
し
た
。

・	

今
日
学
ん
だ
こ
と
を
生
徒

会
活
動
や
普
段
の
生
活
で

も
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

・	

自
分
で
思
っ
た
こ
と
を

し
っ
か
り
と
言
葉
に
で
き

る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た

い
と
議
会
を
傍
聴
し
て
思

い
ま
し
た
。

〔
傍
聴
の
前
と
後
か
ら
〕

・	

自
分
の
生
活
と
は
か
け
離

れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
身
近
な
こ
と
が

議
論
さ
れ
て
い
る
の
が
分

か
り
驚
き
ま
し
た
。

傍
聴
後
に
た
ず
ね
ま
し
た

₁₈
歳
に
な
っ
た
ら

選
挙
に
行
き
ま
す
か
？

全
員
が
必
ず
行
く
と
回
答

・	

２
月
に
模
擬
選
挙
が
行
わ

れ
、
選
挙
の
意
義
や
制
度

を
学
び
体
験
し
ま
し
た
。

・	

政
治
は
分
か
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
の
で
も
っ
と
参
加

し
て
知
り
た
い
で
す
。

・	

大
切
な
１
票
は
町
を
良
く

す
る
人
に
投
票
し
ま
す
。

生
徒
一
人
一
人
の
意
見
は

多
様
で
素
晴
ら
し
い
考
え

で
し
た
。

主
権
者
と
し
て
進
ん
で
選

挙
に
行
き
た
い
な
ど
、
権

利
と
義
務
を
感
じ
る
発
言

で
し
た
。

議会を傍聴しませんか
6月会議の審議日程は　7日（火）～15日（水）です。
一般質問は　9日・10日　午前10時～
※ 質問する議員の人数によって 10日は開かれないことがあ
ります。

　感染症対策のため、定員は32名です。
　役場庁舎3階エレベーター横で受付してください。
　傍聴時はマスク着用･手指消毒・検温にご協力ください。

お問い合わせ　議会事務局
TEL�076－286－6715
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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
約
２
カ
月
。
ロ
シ
ア
軍
は

子
ど
も
、
女
性
ら
が
避
難
し
て

い
た
施
設
を
含
む
病
院
な
ど
を

無
差
別
に
爆
撃
す
る
な
ど
民
間

人
へ
の
攻
撃
は
戦
争
犯
罪
で
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
灘
町
議
会
も
「
即
時
無
条

件
で
ロ
シ
ア
軍
の
完
全
撤
退
を

求
め
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

日
本
も
国
際
社
会
と
連
帯
し

て
一
刻
で
も
早
く
こ
の
状
況
を

打
開
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含
む

世
界
の
紛
争
地
域
が
一
日
で
も

早
い
平
和
的
な
解
決
を
望
む
も

の
で
す
。

　

新
１
年
生
の
真
新
し
い
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
い
登
校
す
る
姿

を
見
る
と
、
あ
ら
た
め
て
平
和

の
大
切
さ
と
子
ど
も
た
ち
へ
の

未
来
に
向
け
た
町
づ
く
り
が
い

か
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
ま
し
た
。

�

〔
恩
道　

正
博
〕

◆
内
灘
高
校
の
特
色
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（
樋
さ
ん
）本
校
に
は
運
動
部
、

文
化
部
、
同
好
会
と
16
の
部

活
動
が
あ
り
皆
が
や
り
た
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

授
業
は「
内
灘
ベ
ー
シ
ッ
ク
」

と
い
う
科
目
が
あ
り
基
礎
を

確
認
し
な
が
ら
勉
強
で
き
ま

す
。行
事
で
は「
内
高
祭
」「
内

灘
万
博
」
な
ど
、
全
校
生
徒

で
取
り
組
み
発
表
す
る
の
が

お
互
い
に
良
い
刺
激
に
な
り

ま
す
。
先
生
と
生
徒
の
距
離

も
近
く
、
勉
強
の
こ
と
悩
み

な
ど
何
で
も
話
せ
て
楽
し
い

で
す
。

◆
生
徒
会
役
員
の
決
め
方
は
。

（
石
川
さ
ん
）
立
候
補
制
で
全

生
徒
の
前
で
生
徒
会
活
動
を

熱
く
訴
え
、
そ
の
後
、
投
票

で
選
ば
れ
ま
す
。

◆
生
徒
会
の
活
動
内
容
は
。

（
藏
田
さ
ん
）
学
校
に
購
買
が

な
い
の
で
パ
ン
販
売
を
企
画

し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の

学
校
に
対
す
る
意
見
を
先
生

や
生
徒
に
伝
え
る「
意
見
Ｂ

Ｏ
Ｘ
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

◆
町
の
良
い
と
こ
ろ
、
直
し
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
。

（
全
員
）
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ

ジ
か
ら
望
む
海
と
河
北
潟
沿

い
に
咲
く
桜
は
す
ご
く
き
れ

い
で
心
が
癒
や
さ
れ
ま
す
。

	

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、

明
る
く
挨
拶
を
返
し
て
く
れ

ま
す
。

	

静
か
な
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す

が
、
坂
道
が
多
く
て
交
通
が

不
便
。
特
に
北
部
地
区
は
街

灯
が
少
な
い
の
で
増
や
し
て

ほ
し
い
。

◆
将
来
町
長
に
な
っ
た
君
た
ち

の
公
約
は
？

（
中
川
さ
ん
）
少
子
高
齢
化
で

お
年
寄
り
が
増
え
て
い
ま
す
。

歩
き
や
す
い
歩
道
整
備
な
ど

高
齢
者
が
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
目
指
す
。

（
高
橋
さ
ん
・
石
平
さ
ん
・
宮
本

さ
ん
）子
育
て
世
帯
や
若
者

夫
婦
が
進
ん
で
住
み
た
い
と

思
う
町
に
し
た
い
。
そ
の
一

つ
に
子
ど
も
の
成
長
に
必
要

な
公
園
の
設
備
を
充
実
す
る
。

（
石
川
さ
ん
）
海
岸
の
ゴ
ミ
を

な
く
し
、
き
れ
い
な
砂
浜
に

す
る
。
町
民
の
意
見
を
聞
き
、

問
題
が
あ
れ
ば
解
決
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
南
さ
ん
・
水
瀧
さ
ん
）

	

若
い
世
代
と
子
ど
も
が
住
み

や
す
い
町
。
子
ど
も
た
ち
が

遊
べ
る
遊
園
地
な
ど
が
多
い

町
に
し
た
い
。

（
藏
田
さ
ん
）お
年
寄
り
、子
ど

も
と
一
方
に
偏
ら
な
い
、
み

ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
を
つ

く
り
た
い
。

◆
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
社

会
・
政
治
へ
の
関
心
と
自
分

自
身
の
考
え
を
堂
々
と
表

現
・
主
張
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
生
徒
会
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
灘
高
等
学
校
生
徒
会
の

議
会
傍
聴
の
後
日
、改
め
て

3
月
23
日
、学
校
会
議
室
で

生
徒
会
の
皆
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

七
田 

満
男

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ⑮

私が町長に
なったら

現代版目安箱
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